




 

はじめに 

 川崎病の臨床的研究は,心血管変化の研究を中心に,かなり進んでおり,急性

期の心電図変化の頻度と実態,後遺症としての冠状動脈瘤を始めとした種々の

冠状動脈後遺症の頻度と実態,さらに,急性期の臨床症状,検査成積より冠状動

脈後遺症を予知する方法,冠状動脈瘤の発生を防止する治療とし,アスピリンの

投与が最も効果あること,冠状動脈瘤後遺症児に対する外科手術などに関する

多数の知見が得られた。ところが,その発生となると,リケチァー説,溶連菌説な

ど感染説を中心に,検討がなされているが,今まだ不明のままである。著者らは,

原因究明に関する研究の 1つとして,川崎病急性期患児と,患児両親の咽頭培養

検査を行なってみたので,その成積について報告する。 


